
 

 

 

 

 

 

 

 

３月１２日に第７２回卒業証書授与式が挙行されまし

た。コロナ禍への対応で、来賓なし、在校生は送辞を贈
る代表者１名、保護者も原則２名までの参加とさせてい
ただきました。卒業証書授与の際、卒業生一人ひとりに
大きな拍手をいただき、思いのこもった送辞・答辞・旅
立ちの歌で卒業生が主役の感動的な式となりました。最
後の学活のあと、保護者が作ってくださった花道を卒業
生たちが各担任とともに手を携え、涙を流して歩く姿
は、３年間の最後を飾るにふさわしいものでした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、３月１９日には、卒業生全員の進路が確定しました。 

 

 

３月１１日は震災から１０年になる日でした。朝礼時に放送で、校長から話を
し、発生時刻の１４時４６分に合わせて半旗を掲げました。１０年前のその日
は、貝塚市立中学校全校が卒業式でした。式の後の巡回でとにかく海に近づくな
と生徒達に叫んだことを憶えています。実際に貝塚にも小さいものでしたが津波
が押し寄せました。東北の地震が大阪まで影響を及ぼす自然災害の大きさに驚く

とともに、１０年たった今も故郷に帰られない方たちがたくさんいるという現実

があります。当時、復興に向けて頑張る東北やそれを支えようとする日本国内外
の人々の姿に勇気づけられました。現在の私たちもコロナ禍という大きな災害に
見舞われています。コロナ禍を乗り切るため、団結し頑張らねばと感じました。 

 

 

３月１６日に本校図書室にて学校協議会を開催しました。学校の各担当から
今年度の教育課程の実施状況や２・３学期の生徒の様子、ＰＴＡ活動・地域教
育協議会と本校の情報発信、小中一貫と人権教育推進事業の成果と課題、卒業
生の３年間の成長、令和２年度「学校教育自己診断」の結果と分析を報告し、

ご意見をいただきました。来年度の計画の参考にさせていただきます。 
以下はご意見の一部です。 

・コロナについて、警戒が緩む方向に世の中は進んでいるが、ワクチン接種が進
むと、無症状の患者が無自覚に感染を広げる可能性が逆に高まる。きちんと治
まるまでは、マスク・手洗いなど徹底を続けてほしい 

・授業が減り、その分つめこみとなると、学習が苦手な子にとってしんどくなる
可能性があると思うので、丁寧に対応してほしい 

・タブレットの活用が拡がると、家にＷｉ-Ｆｉがあるかどうかや、ＩＣＴ機器に慣
れているかどうかで差が出る。格差が拡がらないように配慮をお願いしたい 

・各地区の人数が非常にアンバランスになる中、負担の大きいＰＴＡの役員等

の決め方について危惧しているので、工夫してほしい 
・学校はよくやってくれている。このままがんばってほしい 等 

 

 

なかなか言葉にできない『感謝の気持ち』を伝えるため
に、生徒会が『思いをきちんと言葉にして相手に伝える』
キャンペーンを行い、昼の校内放送で紹介しました。この
メッセージは玄関に掲示されています。 

 

 

本日の修了式で今年度が終わります。今まで経験したことのない１年間でしたが、
本校の教育活動にご理解とご支援をいただき、本当にありがとうございました。 

新年度は、４月７日入学式 ８日始業式 ９日離任式/給食開始  で始まります。 
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・友達へ 困っているときにいつも相談にのってくれてありが
とう!!いつでも頼ってな！ 

・先生へ いつも生徒のために、生徒の事を１番に思って動い
てくれてありがとうございます。三中の先生みんなに出会
えて幸せやったって思います。卒業まであと少しやけど最
後までよろしくお願いします。 

・お母さんへ ケンカしても何やかんや言って色々してくれる
し、言ってたことを全部覚えてくれたりしてありがとう。 


